
胃部X線検査を受けられない、または健診当日に医師の判断により受けられない場合がございますので、何卒ご了承下さい。

ご受診の可否につきまして下記表をご参照下さい。

疾患・身体状態

３日間以上便が出ていない ✖ 左記の状態である場合、受診できません

痛み・麻痺・ケガなどで、体位変換・手すりを握り体を支えることができない ✖ 左記の状態である場合、受診できません

透析中である、または水分制限や運動制限がある ✖ 左記の状態である場合、受診できません

妊娠中、または妊娠している可能性がある ✖ 左記の状態である場合、受診できません

検査当日の血圧が180/110㎜Hgである ✖ 脳血管、心臓疾患などの危険があります

検査当日の体重が130kg以上である ✖ 器械の荷重制限を超えます

腹痛や下血などの症状はないが、大腸の検査で憩室があると言われた △ 左記の症状があった場合、当日の判断となります

今まで大動脈瘤と診断されたことがある △ 部位、治療内容を伺います

今まで腹部手術(腹腔鏡・婦人科・泌尿器系含む)を受けたことがある △ 手術名、手術を受けた時期を伺います

１年以内に何らかの手術を受けた △ 手術名、手術を受けた時期を伺います

便秘がある、または毎日排便がないことが多い △ 左記の症状があった場合、当日の判断となります

薬剤アレルギーがある △ 薬品名を伺います

１年以内に発症した病気、治療を開始した病気がある △ 病名や主治医へ受診を相談されたか伺います

バリウム検査中または検査後にバリウムを誤嚥して気管に入った、

吐き気がした、実際に嘔吐したことがある
左記の症状があった場合、当日の判断となります

バリウム検査直後から２～３日以内に排便困難、排便困難を伴う腹痛、

下剤を追加で服薬しても排便に苦労したことがある
左記の症状があった場合、当日の判断となります

胃部X線検査を受けれらる皆様へご案内

左記の疾患がある場合、受診できません
潰瘍性大腸炎、クローン病、虚血性腸炎、腸閉塞(イレウス)、腸捻転、大腸憩室炎、

大腸憩室出血のいずれかを現在治療中または経過観察中である

バリウム検査中または検査後にじんましんが出た、意識を失いそうになった、

実際に失った、医療処置をうけたことがある
左記の状態である場合、受診できません

　✖：検査不可　△：当日医師による判断
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